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AbstracL The purpose ofthis study is that the wood is used as structural material factory oflarge-span steel structure were 
mainly low-rise warehouses， and stores. Since the conifer grows upright. It can be used as column material is suitable. To be used as 
material for this beam， the effectiveness ofthe stel is not enough. Th巴largespan low-ris巴structurepillar for this -woodラbeams-a 
mlX印reof stel frame structure is valid. Challenge to achieve such a mixed structure the development of wood and steel fasteners are 






























た。今は IVYネジと呼んでいる。本論文でも 1V 
Yネジと呼ぶこととした。図-1および写真一 1に
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重応力などを求めるときにも用いる。




































図-2 上からM 1 2 ラグスクリュ一、 M 1 2 
IVYネジおよびM12-JISネジ
3. 1 VYネジの基本性状
IVYネジ M 1 2の基本性状を実験によって
明らかにした。比較のため
J 1 Sネジ 4.8-M12
ラグスクリューM 1 2 
も使用した。
写真 1 左からM12-J1Sネジ、 M 1 2 - 1 
VY ネジおよびM 1 2 ラグスクリュー
3. 1 1 VYネジの化学成分
IVYネジは JIS G 35071冷問圧造用
炭素銅線材J SWCH15Kより転造で作製した。
J 1 S規格に定められている化学成分は
SWRCH15K C 0.13~0.18% 
Mn O. 30~0. 60% 










C Mn Si P S 
IVYネジー M12ボルト 0.13 0.57 0.22 0.02 0.01 
IVYネジー M12ナット 0.13 0.55 0.21 0.02 0.01 
3. 2 1 VYネジの引張強さ
IVYネジ-M1 2とJ1 Sネジ 4.8-M12
のネジのままでの引張試験を行った。検長は 300
mmとした。 J1 S 4号も検討試験結果を「表 1 
IVYネジ M 1 2の引張試験結果」と「グラフ-













一ー←ー J1 S 4. 8ネジ
___"トー IVYネジ
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グラフ 1 M 1 2一 IVYネジおよび J1 Sネ
ジの応力 伸びの関係
果{5UJに示されたように、降伏点は明確でないもの
の、 O. 2 %耐力は 600N/mm2以上であり、






ではない。以上の試験結果から IVYネジは J1 S 
ネジ 4. 8相当のネジとして使用可能と判断され



















抜き試験結果」を示す。ナットが 1個では 40. 3 
83 
表-2 J 1 S 4. 8ネジおよび IVYネジの引張
試験結果
ネジの種類 降伏点 ヲ!日長強さ 伸び
N/ mm2 N/ mm2 斗も
JIS4.8ネジネジのまま 570 769 5 
IVYネジ M12 ネジのまま 650 769 5 









引き抜き荷重平均値 40.8kN 標準偏差 σ 
=1.86kN 
ナット 2個




のM 1 2の4. 8に相当する引張荷重と同じく 3
5. 4 k Nとすることが妥当であると判断した。









は、ボルト側で発生することが好ましい。 J1 S 
































m 2 となる。 IVYネジの引張強度 64.8kNの
60%程度となる。ネジピッチが粗いことと、ネジ
山が低いことなどがその理由としてあげられる。た
だし IVYネジを 4. 8相当のネジとして使う場合
は、強度不足にはならない。
ダブノレナットではボノレト部分で破断した。当然、引








重はM12 JIS 4.8ネジの保証荷重 35. 
4kNを約 20%上回っている。標準偏差 2σ で 3
7. 1 k Nであり、保証荷重を上回っている。ナッ
ト2個ではネジ部が破断し、ネジの引張強度となっ













含水率 13%~15% 比重 O. 38~0. 4 
3 外周部年輪幅 2. 3mm~7. 8mm 
である。その後、 5年間に渡って研究を続けたので
5年後には











度を確認した。なお木ネジである M 1 2ラグスクリ
ュー長さ 100mmを比較ため使用した。なお先穴







































終局限界耐力士 23. 5ρ 口 8 d 








リューのネジ部分長さは 6c mであり、 IVYネジ

















































5 21 19 17 15 13 1 
時間経過→含水率の変化%










JIS G 3507-11冷間圧造用炭素鋼 第
l部:線材」
2) JIS B 0205-41一般用メートノレね
じ第 4部:基準寸法」
3) JIS B 10511炭素鋼及び合金銅製締
結用部品の機械的性質 第1部・ボルト，ねじ及び
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